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・デイサービス「お迎えです」はやめてくれ

・朝起きて　調子いいから　医者に行く

・百年も　生きりや貯金に　先立たれ

・仲いいね　いいえ夫は　杖代わり

・「インスタバエ」新種の蝿かと　孫に問い

・うまかった　何を食べたか　忘れたが

・Siｒiだけは　何度聞いても　怒らない

・靴下を　立って履くのは　Ｅ難度

・「ご主人は？」「お盆に帰る」と詐欺に言い

・金が要る　息子の声だが　電話切る

・お揃いの　茶碗にされる　俺と猫

・納得を　するまで計る　血圧計

・私だけ　伴侶がいると　妻嘆く

・遺言書「すべて妻に」と妻の文字

・絵手紙で　いい味出してる　震える字

・クラス会　それぞれ持病の　専門医

・チンをして　出すの忘れて　冷蔵庫

・飼犬が　徘徊防止に　付いて来る

・「やめとくれ」ただの寝坊で　脈とられ
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